
汎用SoCボードで起動するAndroidのソースコードを	
  
Git管理し公開しながら 　日本人の手で育てる取り組み
OSWAGのこれまでの取り組みと今後の展望 �
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自己紹介	
  
	
  
株式会社芳和システムデザイン　エンベデッドシステム部　部長　鈴木　直康	
  
	

・技術スキル　LSI設計、電気設計（回路・パターン設計）、成型機械設計、	
  
　　　　　　　　　組込みファームウェア開発、デバイスドライバ開発	

	
  
・技術領域　無線技術（2009年LTE試験機プロジェクト）、AVCHD規格策定、	
  
　　　　　　　　光学(AE・AF・AWB)、Unix系システム全般、通信全般	
  
	
  
・Android端末　開発経験は2010年〜2014年	
  
	
  
・日本Androidの会　ABC2016Sにて、LinkingとOSAWGについて登壇	
  
・東京大学Tea	
  TimeHackathonにて、AndroidStudioでの開発について登壇	
  
・日本Androidの会　１０月定例会にて　Android-­‐Mの新機能について登壇	
  
・日本Androidの会OBFT主催　Eddystoneハンズオンセミナー登壇	
  2015/8/28	
  
・リックテレコム主催　第４５回ワイヤレス技術セミナー（2015/5/12および7/3）	
  
　『IoTで飛躍するスマフォ＋BLEの応用最前線」について登壇	
  
・電子通信情報学会　(2014/9/23)iBeaconにつて登壇	
  
・Apple	
  Japan主催	
  ACN	
  iBeaconセミナー(2014/6/3)登壇	
  
・日本Androidの会　運営委員	
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ここ数年は、IoTでBLEを使用したBeaconの設計とGW　サーバシステムを売っています。	
  
	
  
	
  
今現在は	
  
NTTドコモさんと、Project　Linkingを広めています。	
  
	
  

最新です	
  
加速度＋温度

センサ	
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OSAWGとは	

 

Open SoC Android　略して　「OSA：おさ」です。 

 
 
通常は、「OSAWG」と表記しています。	
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活動理念	
  
	
  
現在、Androidはハードウェアの革新も減りコモディティ化しました。	

しかし、いまだガラケーを使用している方々は多く	

Android端末をもっと便利に使って頂けるようにしたいと思っており、	

Androidの裾野をさらに広げる事を、１つ目の目的としています。	
  
	

	


NTTドコモ	
 au	
   SoYBank	
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最大の目的は、日本Androidの会　OSAWGの活動で	
  
	
  
日本の物作りをコミュニティという立場から応援します。	
  
	
  
	
  



7	


これまでは、日本人技術者にとっては、詳しい情報を調べると	
  
英語ページを読む必要があり学生やホビーユースの	
  
エンジニアにとって障壁が高い。	
  
	


hZps://www.raspberrypi.org/forums/	
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これからは	
  
	
  
OSAWGでBuild環境構築やソースの取得など、基礎から開発手法まで	
  
公式の日本語情報サイトを公開しています。	
  
	
  
hZp://osawg.android-­‐group.jp/wiki	
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Gitサーバー	


現在のOSAWG	


Android-­‐M	
  
ソースコード	
  
Build環境込み	


LinuxPC	

取得	


Buildする	


Shellコマンドで	
  
SDカードに書込む	


SDカードを挿入	


Android-­‐Mが起動する	
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OSAWGの立ち上げからこれまでの取組みについて	
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これまでの取組みについて	
  
	
  
・仕様決めの会合５回	
  
・ハンズオンセミナー　７／１６　　　AndroidBuild環境構築勉強会	
  
・勉強会　８／２０　Androidの起動アニメーションを変更する勉強会	
  
・Gitへのソースコード公開　１１／１３日	
  
	
  
ABC2016Autumn	
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OSAWGで使用するハードウェアについて	
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近年、RaspberryPiやDragonBoardなど、	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  汎用SoCボードが話題となっている。	
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主流が変わりました。	


２００８年	
  
	
  BeagleBoard	
  TI	
  	
  600MHz	
  シングルコアARM	
  Cortex-­‐A8	
  

２０１０年	
  
	
  PandaBoard　TI	
  1GHz	
  デュアルコア ARM	
  Cortex-­‐A9	
  MPCore	
  

２０１２年	
  
	
  RaspberryPi　Broadcom　ARM11　700MHzシングルコア	
  	
  

２０１３年	
  
	
  BeagleBoneBlack	
  TI	
  1GHz	
  シングルコアARM	
  Cortex-­‐A8	
  
	
   	
  2014年　約９ヶ月間市場からなくなりました。	
  

２０１５年	
  
	
  RaspberryPi	
  2	
  BodelB	
  Broadcom	
  900MHz	
  クアッドコア	
  ARM	
  Cortex-­‐A7	
  
	
   	
  ２０１５年夏頃品薄になりました。	
  
	
  DragonBoard	
  Qualcomm	
  1.2GHz	
  クアッドコア	
  ARM	
  Cortex-­‐A53　64Bit	
  

２０１６年	
  
	
  RaspberryPi	
  3	
  Broadcom	
  1.2GHz	
  クアッドコア ARM	
  Cortex-­‐A53　64Bit	
  

数年毎に切り替わっていて、	
  
資源を有効利用出来ない。	
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日本語のドキュメント	


SoCの仕様書の抜粋	
  

通常、半導体の詳細仕様は英語ですが、日本製のSoCを使用する為、	
  
日本語のドキュメントとなっています。	
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ソースコードについて	
  
	
  
日本Androidの会　OSAWGで管理運営する、Androidのソースコードを、	
  

下記Gitで公開しています。	
  
	
  
hZp://osawg.android-­‐group.jp/git/plaborm/manifest.git	
  	
  
	
  

ソースコード取得手順	
  
	

$	
  curl	
  hZps://storage.googleapis.com/git-­‐repo-­‐downloads/repo	
  >	
  ~/bin/repo	
  
$	
  chmod	
  a+x	
  ~/bin/repo	
  
（ダウンロード）	

$	
  repo	
  init	
  -­‐u	
  hZp://osawg.android-­‐group.jp/git/plaborm/manifest.git	
  -­‐b	
  osawg-­‐imx6-­‐m	
  
$	
  repo	
  sync	
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■Buildする。	
  
~/$	
  cd	
  ~/osawg/Android-­‐m/	
  
~/osawg/Android-­‐m$	
  source	
  build/envsetup.sh	
  
~/osawg/Android-­‐m$	
  lunch	
  
	
  選択する表示が出るので、11	
  	
  nitrogen6x	
  を選択する。 	

	

~/osawg/Android-­‐m$	
  make	
  2>&1	
  |	
  tee	
  build.out	
  
	
  
■SDカードに書込む	
  
~/$	
  mount	
  |	
  grep	
  sd	
  
	

SDカードに、Buildしたイメージを書込む	

~/osawg/Android-­‐m$	
  sudo	
  ./device/boundary/mksdcard.sh	
  /dev/sdb	
  nitrogen6x	
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起動デモ	
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また、様々なデバイスに対応したコミットを、Gerritでコードレビューしながら、	
  
開会され安全にソースコードを、Gitにコミットし日本人の手で成長させます。	
  
	
  
レビュアは、実際のスマートフォンを開発経験者で担当します。	
  
　★経験者の方の参加を募集しております★	
  
	


Gerritcodereviewより	
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長期的な教育や産業用途で考えると	


さまざまな事を考慮する必要があります。	
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ほとんどの物が、教育用途として売られていて、	
  
　産業用途は保証されていない。	
  
	
  
そもそも、保証温度範囲が狭く０〜５０℃と記載されているが	
  
環境気温３５℃位で熱暴走する、RaspberryPiを使用する場合は、	
  
ヒートシンクとFANで冷却する必要がある。	
  
	
  
産業用途では、FANレスで運用したい要求がある。	
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しかし、基板上のレイアウトが、放熱に向いていない。	
  
	
  
	


SoCにヒートシンクを	
  
取り付け対策している方

がいらっしゃるが	


いわゆる、シールドを取り付ける
と、空間に空気が流れる	
  

隙間が少ない	
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長期間仕様が変わらない、	
  
	
  
産業用途で使用出来る小型コンピュータボードの、	
  
	
  
必要性を感じてきました。	




24	


国内半導体メーカーを見回してみると	
  
	
  
Androidを動かしても長期的に使用出来るとおもわれるスペック	
  
	
  
ARM、QuadCore、1GHz以上、2GByteメモリ	
  
	
  



25	


SoCの選定について	


まずは、日本のメーカーから選定しました。	

富士通とパナソニックの合弁	


DualCoreまで	
 SoC撤退	
 QuadCore　協力頂ける	


リファレンスモデルの、	
  
RAMが生産中止	
  
メモリ周りの再設計が必要	


Freescaleとは調整をしており	
  
暫定環境で、i.MX6を選定しました	


検討中NXPに買収され	


先日Qちゃんに買収され	


Qちゃんは、コミュニティに協力的ではないので	
  
i.MX6は使用出来なくなりました。	
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最終的には、ソシオネクストさんになります。	


現時点では、ソシオネクストさんの方で、現行品のDDR　SDRAMに対応し	
  
設計を行なって頂いております。	
  
	
  
ソシオネクストさんの設計完了後に、設計を取り込んで基板設計を行ないます。	
  
	
  
２０１７年に設計を行ない、夏頃に試作品が出来たらいいなと思っています。	
  
	
  
	
  
IoTや学習用として使用可能なように設計しますが、	
  
せっかくなら、スマートフォン用のマザーボードとして使用可能な	
  
設計を考えています。	
  
	
  



他のボードより高い代わりに	
  
	
  
	
  
日本製のSoCを採用したMADE	
  IN	
  JAPANボード	
  
	
  
使用している部品の６０％以上は日本メーカー品、	
  
残りはアメリカメーカー品を採用し、安定した供給が期待出来ます。	
  
	
  
	
  
長期間（１０年以上）同じ仕様のボードを供給する事を	
  
目標としています。開発したソフト資産が無駄になりません。	
  
	
  
SoCの仕様変更は、OSAWGメンバーで相談して決めます。	
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以上のようにOSAWGでは	
  
	
  

徹底して、日本人用に情報公開を行います。	


日本の雇用を増やします。	
  
日本製の小型汎用コンピュタボードを使用し、IoT、AI、機械学習など	
  
様々な用途で使います。	
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近い将来の用途は	
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例えば、センサー技術＋AI　＝　自律で戦うロボット	
  
	
  

メインの制御ユニットに、BLEAD-­‐AGEを使用します。	
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新しいデバイスへの対応	
  
	
  
・USBやBluetooth機器のDriver構築	
  
　USBカメラ、Kinect、Wiiコントローラ、PS４コントローラ	
  
	
  
	
  
・ロボット用サーボモータ制御構築	
  
　RS-­‐485	
  
	
  
・AIの構築	
  
	
  
　などなど思いつく限り対応しみんなで共有する。	
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評価や教育用途で使えますが	
  
	
  
産業用途で部品配置を設計し、	
  
　　　　冷却効率を考慮しています。	
  
	
  
標準ケースで、環境温度−１５〜７０℃を目指します。	
  
	
 対応OS	


※Win10IoTは未定	




33	


Bootは uboot	
  対応の為、将来はマルチOSインストールに対応予定	
  
	
  
起動時に、起動するOSを選択して起動	
  
	
  
	
  

	
  
Linux	
  
	


	
  
Android	
  

	


	
  
Windows10	
  

IoT	
  

	
  
uITRON	
  

	
  

uBoot	
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２０１６年３月３日からクラウドファウンディング	
  
募集開始　１枚　９８,０００円（税別）	
  
	
  
量産価格を下げるため、	
  
初期費用を最初の１００台でまかないます。	
  
高額ですが皆様のご協力をよろしくお願い致します。	
  
	
  
特典	
  
・量産仕様への発言権	
  
・試作限定　64MByte　Flashメモリ	
  
	
  
クラウドファウンディングのページ	
  
hZps://monon-­‐gallery.net/projects/blead-­‐age	
  
	
  

失敗してしまいました	
  
m（＿＿）m	
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クラウドファウンディングを行なう場合は	
  
	
  
コンスーマを対象にする。	
  
	
  
費用対効果が見合う様なものにする。	
  
	
  
以上のような事を気をつける必要があります。	
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OSAWGで目指している事	
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OSAWGでは、	
  
	
  
ガラケーをご使用の方には、Android端末を使用して頂きたい。	
  
	
  
例えば、日本Androidの会　地方支部＋地方自治体や商工会議所で	
  
	
  
Android端末の使い方からお伝えする	
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スマフォのアプリを使用していた方に、アプリを開発する人になって頂きたい。	
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アプリを開発していた方に、電子機器を開発したりドライバ、ライブラリの実装を	
  
行えるようになって頂けるようになって頂きたい。	
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OSAWGの実現の為には	
  
	
  
ソフト的にはユーザーインタフェースの変更が少なくする。	
  
新しい端末使用時の、学習コストを下げる。	
  
	
  
⇒長く使える待ち受けアプリの実装で、同じユーザーインタフェース	
  
　　もしくは、アイコンデザインの固定化を行なう。	

	


デフォルトアイコンや設定アイコンなどの	
  
デザインを固定化　⇒　イメージ	
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ハード的には長期的に同じ環境のもので、将来のアップデートに耐えられる	
  
ハードウェアが必要となります。	

	
  
こうした環境を元にして、各種セミナーを実施し、	
  
みなさんがさらにAndroidを有効利用して頂けたらと思っております。	
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最後に	
  
	
  
OSAWGへ参加して頂ける方を大募集しております。	
  
	
  
	
  
	


Facebookから、「Open	
  SoC	
  Android	
  WG」で検索し、参加希望を御願い致します。	
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ご清聴ありがとうございました。	
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流行のIoTで	


BLEAD-­‐AGE	


エアコンON	


遠隔で、家のエアコンをONにしたり	
  
コンセントをＯＮにしたり。	


コンセントON	
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企業にご協力頂く予定で、１枚　９８０００円という値付しましたが	
  
	
  
勘定科目として、クラウドファウンディングに出資する事が難しい	
  
事が判明しました。	
  
	
  
	
  
クラウドファウンディングの性質上資金調達が成功後に、	
  
実際の開発が失敗した場合製品が届かない場合があり、	
  
寄付や支援としての扱いとなります。	
  
しかし、開発が成功した場合は、製品が届き、購入になります。	
  
	
  
会社としては、どのような勘定科目で扱えば良いかわからないです。	
  
	
  
　⇒　弊社のような中小企業では、社長のポケットマネーで購入して	
  
　　　　頂く事も可能ですが、大企業様では難しいです。	
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対個人では	
  
	
  
価格設定が高すぎました。	
  
	
  
仕様が微妙で、Linaro96仕様は、Ethernetコネクタを実装する事が出来ない。	
  
Ｅｔｈｅｒｎｅｔを使用する場合は、拡張基板が必要となり、追加の費用が必要になる。	
  
	
  
	
  
USBコネクタは２個で、USBハブが必要になり、追加の費用が必要になる。	
  
	
  
結果的に、Raspberry	
  Pi3で実現出来ている事と同じにするには、	
  
約１１万円になってしまい　約６千円のものと差別化が難しい。	
  
	



